
１0月の道徳（5年）

○教材名 「図書館はだれのもの」

○ねらい

「わたし」のすっきりとしない気持ちについて話し合うことをとおして、法やきまりの意義に気づき、自他の
権利を大切にし、義務を果たそうとする実践意欲と態度を育てる。

○学習したこと

学級新聞作りの話し合いに熱が入り、だんだんと声が大きくなったところを「静かにしなさい」と注意され
る主人公たち。誰もが図書館を気持ちよく利用するためにはどんなことが大切なのか、公共の施設で求
められるマナーについて話し合いました。身の回りにあるきまりは何のために作られているかを考えること
ができました。



１0月の道徳（3年）

○教材名 自分をコントロール

○ねらい

としみちの考えと行動について話し合うことをとおして、正しいと判断したことは自信をもって行おうとする判断
力を育てる。

○学習したこと

公園で遊んでいる女の子に意地悪をしてしまう知り合いのたけしさんに対して、としみちさんが「やめなよ！」と
注意をする。自分がとしみちさんだったら言うか言わないか立場を考え、話し合いをしました。相手の立場と今一
番大切にすることを考えて行動するとよいと考えました。



１0月の道徳（1年）

○教材名 きいろいベンチ

○ねらい

登場人物の行動について考えることを通して、約束やきまりを守るよさや、みんなで使う物を大切
にしようとする実践意欲と態度を育てる。

○学習したこと

雨上がりの公園で、黄色いベンチの上にのって紙飛行機を飛ばしていたたかしさんとてつおさ
ん。その後、泥だらけになったベンチに女の子が座ってしまい、着ていた服が汚れてしまいます。二人
はどのように行動するとよいのか話し合うことを通して、人の迷惑にならないように身近にあるきまり
を守る大切さや、みんなが使う物を大切にしていこうという考えをもつことができました。


